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フタロシアニンは炭素を主成分とした有機分子の中心に金属イオンを含む平面状の金属錯体で

ある。そのため、フタロシアニンは金属を内包した炭素材料の構成単位となり得る。我々はその

考えのもとにフタロシアニンを原料とした磁性元素含有炭素材料の創製を目指してきた。具体的

には高塩素化鉄フタロシアニンを金属カリウムと真空中で加熱することによりウルツ重合反応を

試み、炭素を主成分とする反応生成物の調査を行った。反応の結果、副生成物である塩化カリウ

ムの生成が認められ、硝酸で洗浄を行った試料を粉末Ｘ線回折法や透過型電子顕微鏡を用いた微

小領域観察により同定した結果、金属が均一に分散した炭素材料を得たと結論付けた[1]。この鉄

含有炭素物質は室温で永久磁石に応答し、磁気測定の結果、温度 T=490K において自発磁化の消

失が観測された。この反応においてアルカリ金属はハロゲンの引き抜きと炭素間結合の形成に関

与していると考えられる。そこで高塩素化鉄フタロシアニンと様々な種類のアルカリ金属（リチ

ウム、ナトリウム、カリウム）との反応を試み、反応生成物の構造及び磁性を調査した。 

図に高塩素化鉄フタロシアニンとリチウムを真空加熱した反応生成物の磁気測定の結果を示す。

図に示す通り、温度 T=300K において強磁性的な磁化曲線が観測された。また、高塩素化鉄フタ

ロシアニンに対するアルカリ金属のモル

比によって自発磁化値が系統的に変化し

た。一方、カリウムと真空加熱した反応生

成物ではカリウム量が高塩素化鉄フタロ

シアニン中の塩素量を超えるまで飽和磁

化値は一定となり、カリウムを過剰に加え

た場合、金属鉄の遊離と共に飽和磁化値が

大きく変化した。当日他のフタロシアニン

炭素材料の実験結果と併せ、強磁性発現の

原因などを議論する。 

[1] 本多他、第 74 回応用物理学会秋季学術

講演会 19p-C11-15 (2013). 
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